
　No. 2003-04

謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

を変更させていただくことになりましたので、ご案内申し上げます。

申し上げます。

　　敬具

コード

 注1（脚注１）

 3～4日  4～5日

 注1、注2（脚注１、2）

 3～4日  4～7日

（裏面に続く）

この度、下記の項目につきまして、２０２０年４月１日（水）受領分より、検査内容

先生方には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、何卒宜しくご了承のほどお願い

旧変更箇所

0722  血漿レニン活性（ＰＲＡ）
備考欄

所要日数

検査項目名

 ヘパリン血漿不可、速やかに冷却
 遠心、血漿分離してください。溶血
 検体では、測定値が低下傾向とな
 る場合があります。

 早朝安静状態で採血

新

 ヘパリン血漿不可、速やかに冷却
 冷却遠心、血漿分離してください。

2601  レニン濃度（ＰＲＣ）
備考欄

所要日数

 早朝安静状態で採血

＊お問い合わせは当社または担当者までお願いいたします。 〒358-0013 埼玉県入間市上藤沢309-8

TEL 04-2964-2621  FAX 04-2964-6659

URL http://www.e-musashi.co.jp

２０２０年 ４月 １日（水） 受領分より



コード 検査項目名

（ｐｇ/ｍＬ） （ｐｇ/ｍＬ）

 35.7～240.0 （随時）  36～240 （随時）

 29.9～158.8 （臥位）  30～159 （臥位）

 38.9～306.8 （立位）  39～307 （立位）

 小数第１位  整数

 3～4日

 7.5 以下 （μｇ/ｄａｙ）  10 以下 （μｇ/ｄａｙ）

 小数第１位  整数

 4～6日

 ①アルドステロン/レニン活性比  アルドステロン/レニン

 ②アルドステロン  活性比のみの報告

 ③レニン活性  （※提出条件：アルドステ

 本検査の単独依頼にて、①～③  ロン、レニン活性の同時

 （比および各測定値）を同時に報  依頼）

 告致します。

 負荷前安静時。  負荷前安静時。

 （追加）：

 ヘパリン血漿およびＥＤＴＡ

 血漿も検査可。

 ＬＣ-ＭＳ  ＨＰＬＣ

 5～6 日  5～10 日

 ＬＣ-ＭＳ  ＨＰＬＣ

 5～6 日  5～10 日

1080  マンデル酸  5～6 日  5～10 日

1081  Ｎ-メチルホルムアミド  5～6 日  5～10 日

1082  2，5-ヘキサンジオン  5～6 日  5～10 日

2972  ロタウイルス抗原  ＩＣＡ（イムノクロマトグラフィー法）  ＥＩＡ

 4～6日

旧

所要日数  5～7日

1079

0727

 アルドステロン〈血清〉
 アルドステロン〈血漿〉

 アルドステロン〈尿〉

基準値

報告桁数

0726
3994

基準値

新変更箇所

所要日数

報告桁数

0595
検査方法

所要日数

検査方法

所要日数

報告内容 アルドステロン/レニン活性比4446

0701
備考

（検査材料
の追加）

検査方法

 成長ホルモン（ＧＨ）

 メチル馬尿酸

 馬尿酸

所要日数

所要日数

所要日数

２０２０年 ４月 １日（水） 受領分より


